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七
三
一
部
隊
・
細
菌
戦
被
害
者
に

  

日
本
政
府
は
謝
罪
と
補
償
を
！

　

七
〇
年
前
の
一
九
三
九
年
一
二
月
、
旧
日
本
陸
軍
は
、
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
平
房
に
、
六
キ
ロ
四
方
の
広
大
な

施
設
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
細
菌
戦
を
行
う
「
七
三
一
部
隊
」
の
誕
生
で
す
。

　

三
〇
〇
〇
人
が
起
居
す
る
施
設
群
、
常
時
一
〇
〇
名
の
「
マ
ル
タ
」（
生
体
実
験
対
象
者
）
を
収
容
す
る
監
獄
、

発
電
所
、
研
究
室
、
実
験
装
置
、
細
菌
兵
器
製
造
装
置
、
専
用
飛
行
場
、
運
動
場
、
農
場
、
神
社
な
ど
を
備
え
、

研
究
と
実
験
、
細
菌
兵
器
の
開
発
・
製
造
、
さ
ら
に
作
戦
行
動
ま
で
行
な
い
ま
し
た
。
戦
争
で
毒
ガ
ス
や
細
菌

を
用
い
る
こ
と
は
国
際
法
（
一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書
）
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
す
べ
て
を
極

秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
本
全
国
か
ら
数
百
人
の
優
秀
な
医
師
・
学
者
・
研
究
者
が
集
め
ら
れ
、
部
隊
員
や
少
年
兵
を
助
手
と
し
て
、

中
国
人
捕
虜
を
は
じ
め
、
憲
兵
隊
の
手
で
ス
パ
イ
と
し
て
収
監
し
た
ロ
シ
ア
人
・
モ
ン
ゴ
ル
人
・
朝
鮮
人
な
ど

を
実
験
「
材
料
」
と
し
て
生
体
実
験
を
か
さ
ね
、「
二
日
に
三
本
」
の
割
合
で
「
マ
ル
タ
」
を
「
消
耗
」（
殺
害
）
し
、

三
〇
〇
〇
人
と
も
い
わ
れ
る
人
々
を
虐
殺
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、「
東
洋
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
」
で
あ
り
、

「
悪
魔
の
飽
食
」
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
ペ
ス
ト
・
コ
レ
ラ
・
チ
フ
ス
・
赤
痢
・
炭
疽
な
ど
の
細
菌
は
、
七
三
一
部
隊
の
手
に
よ
っ

て
、
衢く

州し
ゅ
う

細
菌
戦
や
寧
波
細
菌
戦
（
一
九
四
〇
年
）、
常
徳
細
菌
戦
（
四
一
年
）、
浙せ
っ

贛か
ん

作
戦
細
菌
戦
（
四
二
年
）

な
ど
、
中
国
各
地
で
実
戦
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
航
空
班
が
空
中
か
ら
散
布
し
た
り
（
ペ
ス
ト
ノ
ミ
）、
餅
や
饅
頭

に
ま
ぶ
し
て
置
い
て
お
い
た
り
、井
戸
に
投
入
し
た
り
（
コ
レ
ラ
、赤
痢
）、家
畜
を
介
し
て
人
に
感
染
さ
せ
る
（
炭

疽
）
な
ど
の
方
法
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

抗
生
剤
の
無
か
っ
た
当
時
、
ペ
ス
ト
は
お
そ
ろ
し
く
致
死
率
が
高
く
、
多
く
の
人
が
高
熱
を
発
し
て
苦
し
み

ま
し
た
。
皮
下
出
血
で
黒
く
な
っ
て
死
亡
し
、
そ
れ
が
近
親
の
者
へ
感
染
し
、
親
を
失
っ
た
子
は
路
頭
に
迷
い

ま
し
た
。
ま
た
周
辺
地
域
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
き
、
中
国
側
の
必
死
の
防
疫
作
業
に
よ
っ
て
も
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
し
た
。

　

わ
が
国
の
軍
隊
が
他
国
に
押
し
入
っ
て
犯
し
た
こ
の
犯
罪
を
思
う
と
、
身
の
毛
が
よ
だ
ち
、
呆
然
と
立
ち
尽

く
す
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

や
が
て
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
ま
す
が
、
細
菌
戦
の
知
識
や
技
術
を
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
に
提
供
す
る
代
わ
り
に
、

部
隊
幹
部
は
医
師
も
含
め
て
す
べ
て
戦
犯
を
免
責
さ
れ
、
七
三
一
部
隊
の
犯
罪
が
東
京
裁
判
で
裁
か
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
ソ
連
の
行
な
っ
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
戦
犯
裁
判
で
は
、
捕
ま
え
た
十
二
名
の
部
隊
員
や
支
部
長
を
綿
密

に
取
り
調
べ
、
当
時
と
し
て
は
的
確
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
中
国
で
も
細
菌
戦
に
関
す
る
資
料
集
が
戦
後
公

刊
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
戦
後
四
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
調
査
結
果
が
情
報
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー『
魔
の
七
三
一
部
隊
』の
放
映（
吉
永
春
子
、七
六
年
）、『
悪
魔
の
飽
食
』

の
出
版
（
森
村
誠
一
、八
一
年
）、「
七
三
一
部
隊
展
」（
九
三
年
～
）、
混
声
合
唱
組
曲
「
悪
魔
の
飽
食
」
全
国
縦

断
コ
ン
サ
ー
ト
（
九
五
年
～
）
な
ど
に
よ
り
、
七
三
一
部
隊
の
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

七
三
一
部
隊
に
よ
る
生
体
実
験
は
九
五
年
に
、
細
菌
戦
は
九
七
年
に
提
訴
さ
れ
、
両
者
と
も
一
、二
審
で
事
実

が
認
め
ら
れ
た
の
は
成
果
で
し
た
が
、
謝
罪
と
賠
償
の
請
求
は
退
け
ら
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
最
高
裁
で
棄
却
さ

れ
て
敗
訴
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

裁
判
所
が
認
め
て
も
、
政
府
は
い
ま
だ
に
細
菌
戦
の
事
実
を
認
め
ず
、
謝
罪
も
償
い
も
せ
ず
、
被
害
者
の
気

持
ち
を
思
う
と
私
た
ち
は
申
し
訳
な
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

者に思いを馳せ、心に刻む集会」趣意書第23回「アジア・太平洋地域の戦争犠牲
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そ
こ
で
今
年
の
「
心
に
刻
む
集
会
」
は
、
各
界
の
多
忙
が
予
想
さ
れ
る
総
選
挙
の
時
期
を
避
け
て
十
月
下
旬
に

ず
ら
し
、
新
政
権
に
こ
の
問
題
の
解
決
を
訴
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

常
徳
市
の
細
菌
戦
は
、
裁
判
所
の
事
実
認
定
で
も
七
千
人
の
死
者
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
同
市
か
ら
被
害
者
を

招
い
て
証
言
を
お
聞
き
し
、
混
声
合
唱
組
曲
「
悪
魔
の
飽
食
」
を
舞
台
上
で
演
奏
し
て
、
犠
牲
者
を
悼
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
は
現
在
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
に
腐
心
し
、
イ
ラ
ク
や
イ
ン
ド
洋
派
遣
に
つ
づ
き
、
今
度
は
「
ソ
マ
リ
ア

海
賊
対
処
」
に
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
が
こ
う
し
た
こ
と
に
走
る
の
は
、
日
本
政
府
が
過
去
の
ア
ジ
ア

侵
略
と
戦
争
犯
罪
に
対
し
て
未
だ
に
本
気
で
反
省
し
て
い
な
い
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
が
、
七
三
一
部
隊
に
よ
る
人
体
実
験
・
細
菌
戦
を
は
じ
め
、
戦
争
犯
罪
の
事
実
を
直
視
し
、
被
害
者

に
謝
罪
・
補
償
し
、
侵
略
戦
争
を
心
か
ら
反
省
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
人
々
と
の
間
に
和
解
と
共
生
の

関
係
を
築
く
よ
う
、
私
た
ち
は
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呼
び
か
け
人
一
同

藍
谷
邦
雄

新
屋
英
子

石
川　

洋

伊
勢
谷  

功

市
場
淳
子

伊
藤
孝
司

岩
松
繁
俊

上
杉　

聰

内
海
愛
子

大
島
孝
一

川
田
文
子

郡
島
恒
昭

越
田　

稜

小
山
仁
示

佐
治
孝
典

繁
村
和
寿
子

瀬
戸
内
寂
聴

平
良　

修

高
嶋
伸
欣

高
橋
哲
郎

槌
田　

劭

戸
塚
悦
朗

西
川
重
則

西
野
瑠
美
子

野
田
正
彰

林  

え
い
だ
い

日
高
六
郎

藤
本　

治

森　

正
孝

森
岡
正
博

森
瀧
春
子

吉
見
義
明

力
久
隆
積

（
以
上
五
〇
音
順
）

呼びかけ人

▶ 

細
菌
戦
部
隊
の
所
在
地
や
、
細
菌
戦
が
行
わ
れ
た
場
所
を
示
す
「
侵
華
日
軍
細
菌
戦
示
意
図
」（
中
国
地
図
出
版
社
『
中
国
抗
日
戦
争
史
地
図
集
』

所
収
）。
中
部
の
常
徳
や
浙
江
省
以
外
に
も
北
部（
河
北
省
な
ど
）や
東
北
部（「
満
州
」）で
も
盛
ん
に
細
菌
戦
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

日本軍の細菌戦基地と戦場（1933─ 1945年 8月）
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ａ　

衢
県
（
衢
州
）

　
　
　
　

⒜�

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
一
〇
月
四
日
午
前
、
日

本
軍
機
が
衢
県
上
空
に
飛
来
し
、
小
麦
、
大
豆
、
粟
、

ふ
す
ま
、
布
き
れ
、
綿
花
な
ど
と
と
も
に
ペ
ス
ト
感
染

ノ
ミ
（
小
袋
に
入
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。）
を
空
中
か
ら

撒
布
し
た
。
当
日
午
後
に
は
、
県
知
事
の
指
示
で
、
住

民
を
総
動
員
し
て
散
乱
し
て
い
る
投
下
物
の
収
集
・
焼

却
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　

⒝�

一
〇
月
一
〇
日
以
降
、
上
記
の
投
下
物
の
あ
っ
た
地
域

で
病
死
者
が
出
始
め
（
た
だ
し
、
そ
の
病
気
が
ペ
ス
ト

か
ど
う
か
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。）、
同
じ
こ
ろ
か
ら

ネ
ズ
ミ
の
死
体
が
続
々
と
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

���������　

�　

一
一
月
一
二
日
に
ペ
ス
ト
患
者
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、

投
下
物
の
あ
っ
た
地
域
に
お
い
て
ペ
ス
ト
患
者
が
多
発

し
た
。

　
　
　
　
　

�　

衢
県
で
一
一
月
一
二
日
以
降
に
発
生
し
た
ペ
ス
ト
は
、

日
本
軍
機
が
投
下
し
た
ペ
ス
ト
感
染
ノ
ミ
が
ネ
ズ
ミ
に

ペ
ス
ト
を
流
行
さ
せ
、
こ
れ
が
ヒ
ト
に
感
染
し
た
も
の

と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

　
　
　
　

⒞�

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
末
ま
で
に
当
局
に
報
告

さ
れ
た
ペ
ス
ト
に
よ
る
死
者
は
二
四
人
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
ペ
ス
ト
患
者
は
、
家
族
が
こ
れ
を
秘
匿
し
た
り
、

隔
離
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
恐
れ
て
逃
亡
す
る
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
病
死
者
の
実
数
は
こ
れ
を
上
回
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。�

な
お
、
証
人
邱
明
軒
は
、
衢
州
細
菌
戦

の
被
害
者
が
一
五
〇
一
人
に
上
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

�　

ま
た
、
衢
県
で
の
ペ
ス
ト
は
、
次
の
ｂ
か
ら
ｅ
ま
で

の
よ
う
に
そ
の
周
辺
の
地
域
に
も
伝
播
し
、
大
き
な
犠

牲
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
　

ｂ　

義
烏

　
　
　
　

⒜�

一
九
四
一
年（
昭

和
一
六
年
）
九

月
、
衢
県
に
流

行
し
て
い
た
ペ

ス
ト
に
感
染
し

た
鉄
道
員
が
義

烏
に
戻
っ
て
発

病
し
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
義

烏
に
お
い
て
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
。

　
　
　
　

⒝�

ペ
ス
ト
は
、
義
烏
か
ら
さ
ら
に
周
辺
の
農
村
へ
伝
播
し

て
い
っ
た
が
、
原
告
陳
知
法
ら
現
地
の
被
害
調
査
会
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
義
烏
市
街
地
に
お
け
る
ペ
ス
ト
に
よ

る
死
亡
者
は
三
〇
九
人
に
上
る
と
さ
れ
る
。

��������

ｃ　

東
陽

　
　
　
　

⒜�

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
一
〇
月
、
義
烏
で
流
行

し
て
い
た
ペ
ス
ト
が
東
陽
県
に
伝
播
し
、
同
所
で
流
行

し
た
。

������������

⒝�

原
告
郭
飛
龍
に
よ
れ
ば
、
同
原
告
の
住
む
歌
山
鎮
で
は

四
〇
人
以
上
が
ペ
ス
ト
で
死
亡
し
た
と
さ
れ
る
。

���������

ｄ　

崇
山
村

�　
　
　

��

⒜�

江
湾
郷
の
崇
山
村
は
、
北
の
上
崇
山
村
と
南
の
下
崇
山

村
の
二
つ
に
分
れ
て
お
り
、
住
宅
は
密
集
し
て
建
て
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
上
・
下
の
区
域
を
越
え
た
人

の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
同
村
の
ペ
ス
ト
は
、

一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
一
〇
月
か
ら
上
崇
山
村

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
七
三
一
部
隊
・
細
菌
戦
裁
判
一
審
判
決

（
二
〇
〇
二
年
八
月
二
七
日 
東
京
地
裁
）
の
事
実
認
定
の
部
分

で
す
。
項
目
毎
に
証
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
煩
雑
な
の

で
省
略
し
ま
し
た
。
裁
判
そ
の
も
の
は
一
審
、
二
審
、
最
高
裁

と
も
敗
訴
し
ま
し
た
が
、
こ
の
事
実
認
定
は
二
審
判
決
で
も
踏

襲
さ
れ
、
裁
判
所
の
事
実
認
定
と
し
て
確
定
し
た
も
の
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ア�　

原
告
ら
が
立
証
活
動
を
し
た
の
み
で
、
被
告
は
全
く
何
の
立
証

（
反
証
）
活
動
も
し
な
か
っ
た
の
で
、
本
件
に
お
い
て
事
実
を
認
定

す
る
に
は
そ
の
点
の
制
約
な
い
し
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
本
件
の

事
実
関
係
は
、
多
方
面
に
渡
る
複
雑
な
歴
史
的
事
実
に
係
る
も
の

で
あ
り
、
歴
史
の
審
判
に
耐
え
得
る
詳
細
な
事
実
の
確
定
は
、
最

終
的
に
は
、
無
制
限
の
資
料
に
基
づ
く
歴
史
学
、
医
学
、
疫
学
、

文
化
人
類
学
等
の
関
係
諸
科
学
に
よ
る
学
問
的
な
考
察
と
議
論
に

待
つ
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
約
な
い
し
問
題
が

あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
当
裁
判
所
と
し
て
本
件
の
各
証
拠
を

検
討
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
事
実
は
存
在
し
た
と
認

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
（
ア
）�

七
三
一
部
隊
の
前
身
は
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
年
）
に

編
成
さ
れ
た
関
東
軍
防
疫
部
で
あ
り
、
こ
れ
が
昭
和
一
五
年

（
一
九
四
〇
年
）
に
関
東
軍
防
疫
給
水
部
に
改
編
さ
れ
、
や

が
て
七
三
一
部
隊
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
部

隊
は
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
年
）
こ
ろ
以
降
中
国
東
北

部
の
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
平
房
に
広
大
な
施
設
を
建
設
し
て
こ

こ
に
本
部
を
置
き
、最
盛
期
に
は
他
に
支
部
を
有
し
て
い
た
。

同
部
隊
の
主
た
る
目
的
は
、
細
菌
兵
器
の
研
究
、
開
発
、
製

造
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
平
房
の
本
部
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
中
国
各
地
か
ら
抗
日
運
動
の
関
係
者
等
が
七
三
一
部
隊

に
送
り
込
ま
れ
、
同
部
隊
の
細
菌
兵
器
の
研
究
、
開
発
の
過

程
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
人
々
に
各
種
の
人
体
実
験
を
行
っ

た
。

　
　
　

���　

中
国
各
地
に
は
他
に
も
同
様
な
部
隊
が
置
か
れ
た
が
、

そ
の
中
で
有
力
な
部
隊
が
南
京
に
置
か
れ
て
い
た
中
支
那

防
疫
給
水
部
（「
栄
一
六
四
四
部
隊
」
又
は
「
一
六
四
四
部

隊｣

）
で
あ
る
。

　
　
　

�����　

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
か
ら
一
九
四
二
年
（
昭

和
一
七
年
）
に
か
け
て
、
七
三
一
部
隊
や
一
六
四
四
部
隊

等
に
よ
っ
て
、
次
の
ａ
、
ｆ
、
ｇ
、
ｈ
の
と
お
り
中
国
各

地
に
対
し
細
菌
兵
器
の
実
戦
使
用（
細
菌
戦
）が
行
わ
れ
た
。

　

七
三
一
部
隊
に
よ
る
細
菌
戦―

裁
判
所
も
認
め
た
事
実
と
は
？

731 部隊の石井四郎部隊長（軍医中将）。細菌を兵
器とする構想を立て、永田鉄山陸軍省軍務局長を動
かして 731 部隊を創設・運用した。



��

で
爆
発
的
に
流
行
し
、
死
者
が
続
出
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
一
二
月
上
旬
に
は
上
崇
山
村
の
ペ
ス
ト

は
ほ
ぼ
終
結
す
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
一
二
月
に
入
る

と
今
度
は
下
崇
山
村
で
死
者
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

�　

こ
の
ペ
ス
ト
は
、
義
烏
に
流
行
し
て
い
た
ペ
ス
ト
が

伝
播
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

������������

⒝�
崇
山
村
の
ペ
ス
ト
に
よ
る
死
者
は
、
流
行
が
終
息
す
る

翌
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
一
月
ま
で
に
総
計

三
九
六
人
に
上
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の

崇
山
村
の
人
口
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
。

��������

ｅ　

塔
下
洲

������������

⒜�

崇
山
村
で
流
行
し
て
い
た
ペ
ス
ト
は
、一
九
四
二
年
（
昭

和
一
七
年
）
一
〇
月
に
塔
下
洲
村
に
伝
播
し
、
同
村
で

大
流
行
し
た
。

������������

⒝�

塔
下
洲
村
の
ペ
ス
ト
に
よ
る
死
者
は
、
約
二
か
月
の
間

に
一
〇
三
人
に
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
死
者
は
、

当
時
の
村
全
体
の
人
口
の
約
五
分
の
一
に
当
た
る
。

���������

ｆ　

寧
波

　
　
　

���

⒜�

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
一
〇
月
下
旬
、
日
本
軍

機
が
寧
波
上
空
に
飛
来
し
、
中
心
部
の
開
明
街
一
帯
に

ペ
ス
ト
感
染
ノ
ミ
（
後
に
イ
ン
ド
ネ
ズ
ミ
ノ
ミ
と
鑑
定

さ
れ
た
。）
の
混
入
し
た
麦
粒
を
投
下
し
た
。

������������

⒝�

早
く
も
一
〇
月
二
九
日
に
ノ
ミ
等
が
投
下
さ
れ
た
地
域

に
ペ
ス
ト
患
者
が
出
て
、
治
療
活
動
と
と
も
に
防
疫
活

動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
汚
染
区
が
封
鎖
さ
れ
、
消
毒
や

家
屋
の
焼
却
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
治
療
、

防
疫
活
動
に
よ
り
、
ペ
ス
ト
は
一
二
月
初
め
に
最
後
の

患
者
を
出
し
た
後
、
終
息
し
た
。

　
　
　
　
　

�　

こ
の
ペ
ス
ト
流
行
は
、
主
と
し
て
、
投
下
さ
れ
た
ペ

ス
ト
感
染
ノ
ミ
が
直
接
ヒ
ト
を
噛
ん
で
ペ
ス
ト
が
ヒ
ト

に
感
染
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

������������

⒞�

時
事
公
報
に
よ
る
報
道
、
国
民
政
府
中
央
防
疫
研
究
所

長
の
報
告
書
、
治
療
に
参
加
し
た
医
師
等
か
ら
の
情
報

提
供
に
基
づ
く
証
人
黄
可
泰
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ

の
ペ
ス
ト
流
行
に
よ
る
死
亡
者
で
氏
名
が
判
明
し
て
い

る
の
は
一
〇
九
人
で
あ
る
。

��������

ｇ　

常
徳

������������

⒜�

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
一
一
月
四
日
、
七
三
一

部
隊
の
日
本
軍
機
が
常
徳
上
空
に
飛
来
し
、
ペ
ス
ト
感

染
ノ
ミ
と
綿
、
穀
物
等
を
投
下
し
、
こ
れ
が
県
城
中
心

部
に
落
下
し
た
。

　
　
　
　

⒝�

一
一
月
一
一
日
に
は
ペ
ス
ト
患
者
が
出
始
め
、
初
発
患

者
発
生
か
ら
約
二
か
月
間
の
一
次
流
行
で
県
城
地
区
で

八
人
の
死
亡
患
者
が
出
た
（
当
時
の
『
防
治
湘
西
鼠
疫

経
過
報
告
書
』
に
よ
る
。）。
と
こ
ろ
が
、
約
七
〇
日
の

間
隔
を
置
い
て
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
三
月

か
ら
二
次
流

行
が
起
き
、

六
月
ま
で
に

県
城
地
区
で

合
計
三
四
人

の
死
亡
患
者

が
出
た
（
同

報
告
書
）。

　
　
　
　
　

�　

一
次
流
行

は
投
下
さ
れ
た
ペ
ス
ト

感
染
ノ
ミ
が
直
接
ヒ
ト

を
噛
ん
で
ヒ
ト
が
ペ
ス

ト
に
感
染
し
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
く
、

二
次
流
行
は
、
ペ
ス
ト

菌
が
そ
れ
に
感
染
し
た

ネ
ズ
ミ
の
体
内
で
冬
を

越
し
、
春
の
活
動
期
に

ノ
ミ
を
介
し
て
ヒ
ト
に

感
染
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

��

⒞�

一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
三
月
以
降
、
常
徳
市
街

地
の
ペ
ス
ト
が
農
村
部
に
伝
播
し
て
い
き
、
各
地
で
多

数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

　
　
　
　

���　

な
お
、「
常
徳
市
細
菌
戦
被
害
調
査
委
員
会
」
に
よ
れ

ば
、
調
査
範
囲
は
極
め
て
広
い
が
、
常
徳
関
係
の
ペ
ス

ト
に
よ
る
死
亡
者
は
七
六
四
三
人
に
上
る
と
さ
れ
て
い

る
。

　
　

��

ｈ　

江
山

�����������

⒜��

日
本
軍
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
年
）
六
月
一
〇

日
こ
ろ
か
ら
江
山
県
城
を
占
領
し
、
約
二
か
月
後
に
撤

退
し
た
が
、
こ
の
撤
退
の
際
、
コ
レ
ラ
菌
を
使
用
し
た

細
菌
戦
を
実
行
し
た
。
そ
の
方
法
は
、
主
と
し
て
、
井

戸
に
直
接
入
れ
る
、
食
物
（
餅
状
の
も
の
）
に
付
着
さ

せ
る
、
果
物
に
注
射
す
る
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

�����������

⒝��

江
山
の
人
々
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
食
物
等
を
飲
食
し

コ
レ
ラ
に
罹
患
し
て
死
亡
す
る
人
が
発
生
し
た
。
原
告

鄭
科
位
及
び
同
周
法
源
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
当

時
七
斗
行
政
村
に
お
い
て
コ
レ
ラ
で
死
亡
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
は
合
計
三
七
人
で
あ
っ
た
。

　
（
ウ
）�　

こ
れ
ら
の
細
菌
兵
器
の
実
戦
使
用
は
、
日
本
軍
の
戦
闘
行

為
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
陸
軍
中
央
の
指
令
に

よ
り
行
わ
れ
た
。

　
（
エ
）�　
（
本
件
細
菌
戦
に
よ
る
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ
被
害
の
内
容
・
程

度
）　　
　

　
　
　
ａ�　

ペ
ス
ト
は
、
歴
史
上
一
四
世
紀
こ
ろ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

猛
威
を
振
る
い
「
黒
死
病
」
と
恐
れ
ら
れ
た
細
菌
感
染
症

で
あ
る
。
病
型
と
し
て
は
、
腺
ペ
ス
ト
、
敗
血
症
ペ
ス
ト
、

肺
ペ
ス
ト
、
皮
膚
ペ
ス
ト
な
ど
が
あ
る
。
一
般
に
、
軽
微

な
前
駆
症
状
の
後
に
突
然
に
悪
寒
を
も
っ
て
発
熟
し
、
激

烈
な
頭
痛
、
眩
暈
、
吐
き
気
、
嘔
吐
を
伴
い
、
速
や
か
に

高
度
な
心
臓
障
害
及
び
血
管
障
害
が
起
こ
り
、
身
体
に
色

濃
い
斑
点
が
現
れ
、
痙
攣
を
起
こ
し
て
、
大
変
な
苦
痛
の

う
ち
に
死
に
至
る
こ
と
も
多
い
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
サ

ル
フ
ァ
剤
や
抗
生
物
質
に
よ
っ
て
治
療
が
可
能
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　

�　

腺
ペ
ス
ト
（
ヒ
ト
の
ペ
ス
ト
の
中
で
最
も
多
く
、

八
〇
％
か
ら
九
〇
％
を
占
め
る
。）
や
皮
膚
ペ
ス
ト
は
、
ペ

ス
ト
に
感
染
し
た
ノ
ミ
に
噛
ま
れ
て
感
染
す
る
。
肺
ペ
ス

ト
は
、
ペ
ス
ト
患
者
の
喀
痰
や
飛
沫
が
感
染
源
に
な
る
。

敗
血
症
ペ
ス
ト
は
主
と
し
て
腺
ペ
ス
ト
に
続
い
て
起
こ
る

二
次
性
の
も
の
が
多
い
。
特
に
本
件
の
被
害
地
域
の
よ
う

に
人
的
な
繋
が
り
が
強
い
地
域
で
は
、
ペ
ス
ト
は
そ
の
よ

う
な
社
会
形
態
を
介
し
て
伝
播
し
、
人
々
を
次
々
に
死
に

追
い
や
る
こ
と
か
ら
、
差
別
と
お
互
い
の
疑
心
暗
鬼
を
招

義烏における「ペスト撲滅隊」の活動の様子。日本軍は 1942
年に義烏を占領したが、自軍が衢州で散布したペスト菌が義烏
に伝播し、自らペスト対策を講じる必要に迫られた。日本の新
聞は「ペスト撲滅隊」を正義の味方のように報じた（1942 年 6
月 3 日付けの大阪毎日新聞）。

731 部隊航空班。物資・人員の輸送のほか、
細菌の雨下、細菌爆弾の投下にあたった。
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き
、
地
域
社
会
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
人
々
の

心
理
に
深
刻
な
傷
跡
を
残
す
。
そ
し
て
、
ペ
ス
ト
は
本
来

齧
歯
類
の
病
気
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヒ
ト
間
の
流
行
が
治

ま
っ
た
後
も
、
病
原
体
が
自
然
の
生
物
界
で
保
存
さ
れ
、

ヒ
ト
の
間
に
感
染
す
る
可
能
性
が
長
く
残
存
す
る
。
そ
の

意
味
で
、
ペ
ス
ト
は
、
地
域
社
会
を
崩
壊
さ
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
環
境
を
も
長
期
間
に
渡
っ
て
汚
染
す
る
病
気
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
　

��

ｂ��　

コ
レ
ラ
は
、
経
口
的
に
伝
染
し
て
起
こ
る
消
化
器
系
伝

染
病
で
あ
る
。
米
の
と
ぎ
汁
様
の
激
し
い
下
痢
と
嘔
吐
に

よ
る
脱
水
症
状
や
、
筋
肉
の
痙
攣
を
起
こ
し
、
治
療
が
行

わ
れ
な
い
と
か
な
り
の
割
合
で
死
に
至
る
。
極
め
て
苦
痛

の
大
き
い
伝
染
病
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
、
適
切

な
輸
液
と
抗
生
物
質
の
併
用
に
よ
り
致
命
率
を
大
き
く
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

�　

伝
染
力
が
強
く
、
次
々
と
死
者
が
出
る
と
、
地
域
社
会

に
お
い
て
差
別
や
お
互
い
の
疑
心
暗
鬼
を
招
く
こ
と
も
多

い
。

イ�　

次
に
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
被
害
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

　
　

�

原
告
ら
は
、
旧
日
本
軍
の
本
件
細
菌
戦
に
よ
り
別
紙
３
の
「
原

告
ら
の
主
張
」
の
別
紙
「
原
告
及
び
死
亡
親
族
一
覧
表
」
記
載

の
と
お
り
の
被
害
（
ペ
ス
ト
又
は
コ
レ
ラ
ヘ
の
罹
患
や
こ
れ
を

原
因
と
す
る
死
亡
）
を
受
け
た
と
主
張
し
、
立
証
と
し
て
こ
れ

に
符
合
す
る
陳
述
書
を
甲
号
証
と
し
て
提
出
し
、
一
部
の
原
告

ら
（
原
告
呉
世
根
、
同
何
祺
綏
、
同
陳
知
法
、
同
周
洪
根
、
同

丁
徳
望
、
同
易
考
信
、
同
周
道
信
）
が
本
人
尋
問
に
お
い
て
そ

の
旨
を
供
述
し
て
い
る
。
大
半
の
原
告
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

以
上
に
原
告
ら
の
上
記
主
張
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
り
客
観
的
な
証
拠
は
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
事
実

の
的
確
な
認
定
の
た
め
に
は
な
お
証
拠
の
追
加
提
出
が
可
能
か

ど
う
か
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
記
原

告
ら
の
各
陳
述
書
及
び
本
人
尋
問
に
お
け
る
各
供
述
自
体
は
十

分
了
解
し
得
る
説
得
的
な
も
の
で
あ
る
。

中国中部における細菌戦一覧（東京地裁判決をもとに作成）

　

◆
来
日
す
る
被
害
者

徐 

万
智
さ
ん
（
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
八
日
生
ま
れ
）　
〈
Ａ
グ
ル
ー
プ
〉

　

一
家
は
湖
南
省
の
或
る
村
に
住
ん
で
い
た
。
父
は
健
康
で
頼
も
し
く
、
家
族
を
養

う
た
め
に
い
つ
も
米
を
か
つ
い
で
一
〇
キ
ロ
く
ら
い
離
れ
た
常
徳
の
町
に
売
り
に

行
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
四
三
年
九
月
の
或
る
日
、
父
は
町
か
ら
帰
っ
て
く
る
な
り
高
熱
を

出
し
、
暑
が
っ
た
り
寒
が
っ
た
り
し
て
、
体
が
ひ
き
つ
っ
た
。
母
は
大
慌
て
で
父
を

医
者
に
連
れ
て
行
っ
た
が
、
い
く
ら
薬
を
飲
ん
で
も
父
の
病
気
は
治
ら
ず
、
五
日
後

に
亡
く
な
っ
た
。

　

数
日
後
、
兄
が
父
と
同
じ
症
状
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
祖
母
が
東
奔
西
走
し
て
医

者
を
回
っ
た
が
、
父
と
同
様
い
く
ら
薬
を
飲
ん
で
も
ち
っ
と
も
よ
く
な
ら
ず
、
数
日

後
に
亡
く
な
っ
た
。

　

兄
を
埋
葬
し
た
後
、
祖
母
が
病
気
で
倒
れ
た
。
家
族
一
一
人
は
祖
母
に
あ
ら
ゆ
る

面
倒
を
み
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
祖
母
が
倒
れ
て
一
家
の
生
活
は
成
り
立
た
な
く

な
っ
た
。
祖
母
は
頑
丈
な
人
だ
っ
た
が
数
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
で
や
っ

と
の
思
い
で
金
を
借
り
、
棺
を
買
っ
て
祖
母
を
埋
葬
し
た
。

　

祖
母
の
葬
式
が
終
わ
る
と
家
族
皆
が
倒
れ
、
起
き
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
も
熱
で
頭
が
ぼ
ん
や
り
し
、
水
が
飲
み
た
い
と
叫

ん
で
ば
か
り
い
た
。
最
初
は
近
所
の
人
が
私
の
叫
び
を
聞
い
て
水
を
飲
ま
せ
て
く
れ
た
が
、
や
が
て
皆
ペ
ス
ト
に
感
染
し
て
し
ま
っ
て
、
水
を
持
っ

て
来
て
く
れ
る
人
も
い
な
く
な
っ
た
。

　

優
し
い
叔
父
が
私
を
家
に
迎
え
入
れ
て
く
れ
、
叔
父
が
町
の
医
者
に
頼
ん
で
く
れ
た
漢
方
薬
の
お
か
げ
で
自
分
の
症
状
は
よ
く
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
叔
父
に
感
染
し
て
、
叔
父
は
わ
ず
か
二
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
う
た
め
に
導
師
に
頼
ん
だ
が
、
怖
が
っ
て
誰
も

来
て
く
れ
な
か
っ
た
。
私
は
幸
い
生
き
残
っ
た
が
、
後
遺
症
が
残
っ
て
身
体
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

叔
父
が
亡
く
な
っ
て
二
日
後
、
も
う
一
人
の
兄
（
一
一
歳
）
が
、
小
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
な
り
高
熱
を
出
し
、
数
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。
家
族

全
員
が
倒
れ
て
し
ま
っ
て
動
け
ず
、
近
所
の
人
が
板
を
探
し
て
簡
単
な
箱
を
作
っ
て
く
れ
て
、
兄
の
遺
体
を
入
れ
て
く
れ
た
。

悲
惨
な
状
況
の
中
、
祖
父
は
昼
夜
泣
き
続
け
て
失
明
。
母
は
泣
き
続
け
て
喉
が
か
れ
、
髪
が
全
部
抜
け
、
骨
と
皮
だ
け
に
な
っ
た
が
、
漢
方
薬
を
た
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く
さ
ん
飲
ん
で
、
半
年
間
の
療
養
で
や
っ
と
回
復
し
た
。
姉
と
叔
母
と
叔
母
の
幼
い
二
人
の
娘
は
、
死
の
淵
ま
で
行
っ
た
が
生
還
し
た
。
当
時
徐
家

湾
に
は
二
〇
世
帯
あ
ま
り
住
ん
で
い
た
が
、
徐
姓
の
人
は
一
六
人
命
を
奪
わ
れ
、
部
落
は
地
獄
の
よ
う
な
状
況
を
呈
し
た
。

　

私
の
故
郷
の
村
は
美
し
い
自
然
の
中
に
あ
り
、
子
々
孫
々
そ
こ
で
労
働
し
て
や
や
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。
日
本
軍
の
細
菌
戦
に
よ
っ
て
そ

の
さ
さ
や
か
な
幸
せ
が
一
変
し
て
暗
黒
な
も
の
へ
と
変
わ
り
、
ペ
ス
ト
の
流
行
で
小
さ
な
村
の
四
一
人
の
命
が
奪
わ
れ
、
生
き
残
っ
た
人
も
、
後
遺

症
で
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
り
、
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
居
る
。
当
時
の
話
を
す
る
と
村
人
は
皆
、
涙
を
流
し
て
泣
く
。
母
は

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
亡
く
な
っ
た
が
、
亡
く
な
る
前
に
家
族
の
皆
に
、
こ
の
激
動
の
歴
史
を
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
二
年
八
月
三
〇
日
、
一
審
敗
訴
直
後
の
相
模
原
集
会
で
の
発
言
か
ら
）

高 

業
君
さ
ん
（
一
九
四
六
年
一
月
二
八
日
生
ま
れ
）　
〈
Ｂ
グ
ル
ー
プ
〉

　

湖
南
省
常
徳
市
鼎
城
区
石
門
橋
鎮
観
音
庵
村
に
生
れ
た
。
被
害
当
時
、
自
分
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
結
婚
後
に
父
親
と
義
父
か
ら
家

族
の
苦
難
の
過
去
を
聞
か
さ
れ
た
。

　

一
九
四
一
年
一
一
月
、
日
本
軍
が
常
徳
で
ペ
ス
ト
菌
を
撒
き
、
市
内
で
ペ
ス
ト
が
流
行
。
政
府
は
予
防
と
治
療
の
措
置
を
取
っ
た
が
、
蔓
延
を
抑

え
ら
れ
ず
、
郊
外
や
周
辺
の
村
ま
で
広
が
り
、
観
音
庵
村
で
も
何
百
人
も
の
人
が
命
を
落
し
た
。

　

当
時
義
父
は
、
父
母
や
兄
夫
婦
、
弟
夫
婦
と
と
も
に
、
一
家
七
人
で
常
徳
の
東
の
埠
頭
に
住
み
、
義
父
と
そ
の
兄
弟
は
荷
物
を
運
ぶ
仕
事
を
し
、

兄
弟
の
奥
さ
ん
た
ち
は
刺
繍
し
た
も
の
を
売
っ
た
り
し
て
、
裕
福
と
は
言
え
な
い
が

幸
せ
な
生
活
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
四
三
年
一
〇
月
中
旬
、
義
祖
母
が
豚
肉

を
買
っ
て
き
た
の
が
発
端
で
、
義
祖
父
と
義
祖
母
が
発
病
。
吐
き
気
、
頭
痛
、
高
熱
、

痙
摯
が
あ
り
、
口
か
ら
血
を
流
し
て
翌
日
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
す
ぐ
、
義
父
の
兄

夫
婦
と
弟
夫
婦
も
発
病
、
た
っ
た
四
日
間
で
全
員
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
義
父
は

た
っ
た
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
恐
怖
と
寂
し
さ
で
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
と
い
う
。

　

自
分
の
祖
父
と
そ
の
弟
は
、
義
父
の
家
と
親
し
い
付
き
合
い
が
あ
り
、
見
舞
い
に

行
っ
た
り
葬
式
を
手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
ペ
ス
ト
に
感
染
、
同
じ
症
状
が
出
て
、
一
〇

月
下
旬
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

高
家
と
李
家
は
こ
の
災
い
で
八
人
の
肉
親
を
失
い
、
借
金
で
首
が
回
ら
な
い
ほ
ど

貧
し
く
な
っ
た
。
自
分
と
妻
は
そ
の
後
、お
互
い
に
家
の
唯
一
の
後
継
人
と
な
っ
た
が
、

貧
し
い
生
活
の
な
か
で
勉
強
も
で
き
ず
、
苦
労
ば
か
り
重
な
っ
て
病
気
に
な
り
、
労

働
の
能
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

家
族
の
話
で
は
、
一
九
四
三
年
、
漢
寿
、
桃
源
、
石
公
橋
、
周
家
店
、
韓
公
渡
な
ど
で
こ
の
種
の
ペ
ス
ト
流
行
が
起
こ
っ
て
、
お
び
た
だ
し
い
人

の
命
が
奪
わ
れ
た
と
い
う
。

　

日
本
軍
国
主
義
者
が
行
な
っ
た
人
道
に
反
す
る
細
菌
戦
は
、
常
徳
と
そ
の
周
辺
で
七
千
人
の
命
を
奪
い
、
き
わ
め
て
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
悲
惨
な
歴
史
の
教
訓
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
に
な
っ
て
も
、
七
〇
代
（
二
〇
〇
九
年
現
在
で
は
八
〇
代
）
の
年
寄
り
た
ち
、
特
に
父

親
と
義
父
は
歴
史
の
証
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
当
時
の
悲
惨
な
あ
り
さ
ま
を
思
い
出
す
と
日
本
軍
に
対
す
る
怒
り
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
是

非
こ
の
歴
史
に
つ
い
て
日
本
政
府
と
清
算
し
、
正
義
と
人
権
を
求
め
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

　

自
分
は
観
音
庵
村
の
被
害
者
を
代
表
し
て
、
二
つ
の
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

①��

中
華
民
族
は
日
本
国
民
と
の
友
好
を
続
け
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
お
互
い
に
歴
史
を
直
視
し
、歴
史
を
鏡
に
す
べ
き
で
す
。
絶
対
に
事
実
を
歪
曲
し
、

是
非
を
転
倒
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

②��

日
本
軍
国
主
義
者
は
国
際
条
約
に
違
反
し
て
残
忍
非
道
の
細
菌
戦
を
行
い
、
大
勢
の
中
国
国
民
を
無
残
に
殺
し
た
。
こ
れ
は
逃
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
国
家
犯
罪
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
中
国
国
民
に
対
し
て
謝
罪
し
、
細
菌
戦
の
被
害
者
に
賠
償
す
べ
き
で
す
。

（
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
〇
日
、
一
審
の
法
廷
陳
述
か
ら
）

　

◆
来
日
す
る
研
究
者

1953 年生まれ　男性。
1982 年 �7 月　湖南師範大学歴史学

部卒業
1982 年 �8 月　湖南省常徳師範高等

専門学校
現�在�　�常徳師範学院、湖南文理学

院歴史研究科教授、湖南文
理学院侵華日軍細菌戦罪行
研究所所長。2004 年 10 月
28日来日し、731細菌戦裁判
控訴審法廷で、常徳市にお
ける細菌戦被害に関して専
門家としての証言を行った。

1963 年生まれ　男性。
1982 年 �7 月　湖南師範大学歴史学

部卒業
1982 年 �8 月　湖南省常徳師範高等

専門学校
現�在　��常徳師範学院、湖南文理学

院歴史学部准教授、湖南文
理学院侵華日軍細菌戦罪行
研究所研究員

柳 

毅
さ
ん〈

Ｂ
グ
ル
ー
プ
〉

陳 

致
遠
さ
ん

〈
Ａ
グ
ル
ー
プ
〉



　

旧
日
本
陸

軍
「
七
三
一
部

隊
」
は
ま
さ

に
悪
魔
の
部

隊
で
し
た
。
捕

虜
を
使
っ
て
生

体
実
験
を
行

い
、
毒
性
の
強

い
細
菌
兵
器

を
作
り
出
し
、

中
国
の
各
地

で
実
戦
使
用

し
ま
し
た
。

　

森
村
誠
一
・
原
詩
、
池
辺
晋
一
郎
・
作
曲
の
混
声
合

唱
組
曲
「
悪
魔
の
飽
食
」
全
七
曲
は
、
そ
の
七
三
一
の

記
憶
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。
日
本
各
地
に
「
悪
魔
の
飽

食
」
合
唱
団
が
組
織
さ
れ
、
二
〇
世
紀
が
過
ぎ
二
一
世

紀
に
入
っ
て
も「
全
国
縦
断
コ
ン
サ
ー
ト
」が
続
け
ら
れ
、

韓
国
や
中
国
へ
の
海
外
公
演
も
行
わ
れ
、
犯
し
た
罪
を

忘
れ
な
い
た
め
に
、
平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
歌
い
つ

づ
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
心
に
刻
む
集
会
」
東
京
集
会
（「
平
和
の
た

め
の
証
言
集
会
」）
で
は
、
同
合
唱
団
に
出
演
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
合
唱
を
聴
い
て
、
七
三
一

部
隊
の
こ
と
、
生
体
実
験
犠
牲
者
の
こ
と
、
そ
し
て
細

菌
戦
犠
牲
者
に
思
い
を
馳
せ
、
心
に
刻
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
写
真
は
指
揮
棒
を
振
る
池
辺
晋
一
郎
氏
）

　

全
国
巡
回
展
示
会
「
七
三
一

部
隊
展
」
は
一
九
九
三
年
に
開

始
さ
れ
、
九
三
年
度
「
日
本

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
特
別

賞
」
を
受
賞
、
そ
の
後
も
全
国

各
地
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
巡
回
展
の
中
で
、

「
七
三
一
部
隊
」
が
「
生
体
実

験
」
だ
け
で
な
く
、
中
国
各
地

で
細
菌
兵
器
を
「
実
戦
使
用
」

し
、
お
び
た
だ
し
い
犠
牲
者
・

被
害
者
を
出
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
や
が
て
そ
れ

は
「
七
三
一
部
隊
・
細
菌
戦
裁

判
」
に
つ
な
が
り
、
ま
た
細
菌

戦
の
展
示
を
加
え
た
「
七
三
一

部
隊
・
細
菌
戦
パ
ネ
ル
展
」
の

開
始
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

Ａ
２
判
パ
ネ
ル
四
〇
枚
か
ら

成
る
こ
の
「
七
三
一
部
隊
・
細

菌
戦
パ
ネ
ル
」
は
、東
京
集
会
、

岩
手
集
会
、
北
海
道
集
会
で
、

会
場
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

（
写
真
は
〇
一
年
一
二
月
、
東
京
「
中
野
ゼ
ロ
」
で
開
催
さ
れ
た
細
菌
戦
パ
ネ
ル
展
）

混声合唱組曲「悪魔の飽食」上演について
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こ
の
集
会
は
一
九
八
六
年
に
始
ま
り
、
毎
年
八
月
の
終
戦
記
念
日
前
後
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
戦
争
被
害
者
を
お
招
き
し
て
証
言
を
聞
き
、
戦
争
犠
牲
者
に
思
い
を
馳
せ
、
心
に
刻

ん
で
き
ま
し
た
。

　

�　

こ
の
運
動
は
個
人
参
加
を
原
則
と
し
、
一
人
一
人
が
自
発
的
に
参
加
す
る
、
き
わ
め
て
ゆ
る
や

か
な
性
質
の
も
の
で
す
。
組
織
的
な
援
助
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
を
、

呼
び
か
け
人
と
賛
同
人
の
方
が
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
カ
ン
パ
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

今
年
の
集
会
は
、
新
政
権
に
未
解
決
の
戦
後
処
理
問
題
解
決
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
も
あ
っ

て
、
一
〇
月
下
旬
に
ず
ら
し
て
開
催
し
、
中
国
浙
江
省
常
徳
市
か
ら
細
菌
戦
被
害
者
二
名
と
研

究
者
二
名
、
計
四
名
を
招
き
ま
す
が
、
そ
の
旅
費
や
、
印
刷
費
、
郵
送
料
等
で
約
一
五
〇
万
円

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
心
あ
る
方
に
ぜ
ひ
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
カ
ン
パ
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

�　

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
添
付
し
た
「
郵
便
振
替
用
紙
」
を
、
賛
同
カ
ン
パ
の
送
金
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、「
郵
便
振
替
用
紙
」
に
、
賛
同
人
氏
名
、
連
絡
先
、
賛
同
カ
ン
パ
額
、

氏
名
公
表
の
可
否
等
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◉�

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
宣
伝
の
た
め
に
追
加
注
文
し
た
い
方
は
、
下
記
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
　

二
〇
〇
九
年
九
月
二
〇
日


